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第二部では、筆者による 8 つの実験的研究とその結果が 3 分類して示されている。第 1 の分類









第 2 の分類である研究 (4) ・ (5) ・ (6) ・ (7) とその結果は、第 7 章、第 8 章、第 9 章、第 10 章に述
べられている。これらの 4 つの研究は、学習者の意見、とりわけ特定の「観点」がどのように読
解に影響するのか、また「道徳的読解スキーマ」が読解に妨害的な影響を与えるか等の問題を追
及したものである。いずれの研究も短大 1 年生、大学 1 ・ 2 年生を被験者にし、社会科学的な領域
の説明文を材料文として実験を行った。その結果、①材料文への読者の着目には、「データの軽視・
解釈及びまとめの重視」といった偏りが生じていること《研究 (4)))、②その偏りは、文章内容や連
接関係を無視した不適切な読解に結びつく「観点J を形成する可能性があること《研究 (5) ))、③
MRS の活性化は文章の形式的側面を軽視することと関連すること《研究 (6) ))、④ MRS の活性
化は様々な文章において観察されるが、文章により活性化の程度が異なる、即ち文章依存性があ




第三の分類である研究 (8) とその結果は、第 11 章に述べられている。研究 (8) では、 MRS の活






第三部では、まず第 12 章において、実験的研究の知見が整理された。次いで 13 章では、観点


























本論文の中で示された研究成果は、主として大学 1 ・ 2 年生が読み手である実験的研究によって
おり、他世代の読み手にまで一般化できることかなど、今後検討する課題もあるが、当該研究領
域に新たな知見を加えたこと、教育実践にもつながる研究成果を示し得たことが評価できる。
よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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